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Welcome to our IR program!

◼ IR担当者向け実践プログラムにようこそ！

• 以下、IR担当者向け実践プログラムを

「IRプログラム」と呼びます

◼ IRプログラムの目的

• IR担当者に必要な知識・スキルに関する
「基礎的」な要素を体系的に習得する

→ IRの初心者向けプログラム
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IR担当者に必要な知識・スキル

藤原宏司，浅野茂，白石哲也，鈴木達哉，山本幸一（2019）
「IR履修証明プログラムの開発について」，『大学評価とIR』，第10号，3-15．

DMA
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授業進行表＆シラバスの場所（1）
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授業進行表＆シラバスの場所（2）

• ここに講義資料がアップロードされます。

• 最初のうちは、講義動画内で講義資料への
アクセス方法を説明します。
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授業進行表の見方

• 「IR入門」という授業が、4月下旬（実質的には5月）から始まります。

• シラバス ＝ シラバス科目名：IR入門

• 終了予定 = 5月下旬

• 「明治大学におけるIR」という授業が、5月中旬から6月中旬にかけて
行われます。

• シラバス ＝ シラバス科目名：IR応用

注意
事情により講義スケジュールが前後する場合があります。
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Microsoft Teamsの画面例：一般C ＆ 投稿S

チャネル（C）

セクション（S）

お知らせ：[一般]C ＆ [投稿]S
講義動画：[一般]C ＆ [講義動画]S
講義資料：[一般]C ＆ [ファイル]S → [クラスの資料]
課題 ：赤い左矢印のところ

雑談・その他：[コミュニケーション]C ＆ [投稿]S
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授業の進め方（1）

◼ 講義動画 → 課題提示 → 課題提出 → フィードバック

• 講義動画が視聴可能になったら、Teams上でお知らせします。

• 提出課題が無い講義動画もあります。

◼ 課題の提出について

• 課題の提出方法は、以下の動画を参考にしてください。

→ [一般]C ＆ [講義動画]S

• a03_課題の提出方法（Teams）
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授業の進め方（2）提出課題の確認
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今回の提出課題について

◼ 課題名：IR101_課題01_エクセルファイルの比較

◼ 提出期限：2022年5月7日 23:59

◼ 課題内容：２つのエクセルファイルの内容比較
（相違点をまとめて提出）

• 比較1：「Data01.xlsx」vs. 「Data01_edited.xlsx」

• 比較2：「Data01.xlsx」vs. 「Data01_edited2.xlsx」

◼ 注意点
1. ガイダンス動画「a03_課題の提出方法（Teams）」を確認しましょう。

2. 課題の説明（手順）を良く読みましょう。

3. 過度な手作業は止めましょう。
（課題の説明のところにある「注意」を読みましょう。）
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授業の進め方（3）

◼ 毎週2時間程度の授業活動を予定
（講義動画＋授業内課題）

◼ リアルタイム授業（毎月1回程度）

• ゲスト講演（#3, #4, TBA）

• プレゼン発表会 （#2, #3, #4, #6-7）

• リアルタイムデータ分析チャレンジ（#5）

◼ オンライン面談（予定）

• 前半終了後を目安に、60分/人（希望者のみ）

• 平日＋土曜日の午前中

• 面談時間は授業時間に含みません（ガイダンスと同じ扱い）

※ プログラム全体における「授業時間＋授業内課題時間＋授業外学習時間」の目安は、
大学設置基準上の2単位と同等です。
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リアルタイム授業：Save the date!

時間帯
• 土曜日

13時半 ～ 17時50分（最大）

• 日曜日（最終回のみ）
9時 ～ 12時半（最大）

実施日
#1: 2022年4月23日（土）
#2: 2022年5月28日（土）
#3: 2022年6月18日（土）
#4: 2022年7月 9日（土）
#5: 2022年7月30日（土）
#6: 2022年9月 3日（土）
#7: 2022年9月 4日（日）
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第1回プレゼン発表会（5/28）について

◼ 共通の分析用データを配布します。
そのデータを分析して分かった
「重要だと思う何か」を発表・共有してください。

• データ・発表用シナリオ公開日：5/9（月）

• 当日の発表時間： 8分～10分程度

◼ 不安な受講生の方へ

• このプログラムのターゲットは「IRの初心者」です！

• “Failure is success if we learn from it.”
- Malcolm Forbes

• 第2回プレゼン発表会（6/18）はリベンジ戦
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お願い

◼ 授業に関する連絡は、全て「Teams」を通じて
行います。週に2回は「必ず」Teamsを確認
してください。

◼ 以降、個別メールでの連絡はありません。

◼ Teamsは、みなさんのスマホやタブレット等にもインストー
ルできます。（複数アカウント対応・・・なはず。）

◼ コミュニケーションチャネルを活用して、
ネットワークを広げましょう！

◼ 本プログラムに関して、分からないことがあったら、
すぐ質問してください。

• Help us help you!
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分からないことがあったら

◼ 連絡先

• 本プログラムの全般的な内容に関すること

→ 藤原：kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp

• 各講義動画の内容に関すること

→ 担当講師のメールアドレスへ

• 本プログラムの事務的な手続きに関すること

→ 水戸：yu-oire@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

◼ お願い

• クラス全体で共有すべき質問は、
是非、Teamsの「コミュニケーションチャネル」の方へ

mailto:kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp
mailto:yu-oire@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
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参考資料

Special thanks to 明治大学の山本さん
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主な講義内容（講義科目）

■ IR入門

⚫ IRとは何か、IR担当者に必要な知識・技術

⚫ 米国におけるIR

✓ 人事・マネジメント

✓ 統合型データベース・データ所有権

✓ IRオフィス・IR人材・ミッションと業務内容

⚫ 米国におけるIR用語

✓ エンロールメント・マネジメント、認証評価とIE

✓ 直接指標と間接指標、GPA

■ IR応用（IR、IE、大学評価、データ活用）

⚫ 政策とIR

✓ 質的転換・ガバナンス、経営戦略・３つのポリシー

✓ 教学マネジメント



18

主な講義内容（実習系科目）

■ データマネジメント＆分析（１）

⚫ データマネジメント入門

⚫ データマネジメント実践・演習・応用

✓ 分析前準備・データ処理

✓ RとRStudioの使い方

✓ データセットの結合、タイプ

✓ Rによるデータマネジメント

• 列操作、集計・グループ化

• データ変形（ワイド⇔ロング）

• 集計表、グラフ

• 自動化したい手作業

• Tidyでないデータの処理
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主な講義内容（実習系科目）

■ データマネジメント＆分析（２）

⚫ データ分析入門・応用／データ可視化

✓ アンケート作成のポイント、MS Forms

✓ グラフの選び方 （箱ひげ図、ヒストグラム、Diverging 
Stacked Bar Chart、Ridgeline Plot）

✓ Power BIレポートの作成
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主な講義内容（実習系科目）

■ データマネジメント＆分析（３）

⚫ レポーティング実践・演習・応用

✓ エグゼクティブ・サマリー

✓ プレゼンテーション発表会（１）～（３）

データマネジメント（データ処理）、データ分析・可視化

Data Storytelling（効果的に情報提供を行う技術）

◆ データマネジメント+可視化+ストリー化、コミュニケーション技術

◆ 集計表やグラフだけでは事実は理解できても理由は分からない



21

主な講義内容（事例研究＋実習系科目）

■ IR実践セミナー

⚫ 他大学のIR分析事例に学ぶ

■ IRプロジェクト（１）

⚫ リアルタイムデータ分析チャレンジ

■ IRプロジェクト（２）

⚫ プレゼンテーション発表会の総仕上げ科目

⚫ データマネジメント、データ分析、報告書作成、結果報告とい
う一連の流れを実際に経験する。これまでデータ分析、プレゼ
ンテーションを改善してきた成果を披露する。
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オンライン授業の受講に関する注意点
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「情報倫理等に反する行為の禁止」について

出典URL

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/covid19_rule/

[概要]

◼ オンライン授業を受講するにあたり、以下の行為（次ページ以
降）は、「山形大学学生の懲戒に関する規程」に該当し、禁止さ
れています。

◼ 気軽な気持ちでルールを破ると、自分自身が単位を取得できない
可能性があるだけでなく、他の受講生や教員へのプライバシーの
侵害、オンライン授業の進行の妨害となる恐れがあります。全学
生の皆さんは意識を高め、規則を守って学修に臨んでください。

※ 本プログラム修了における単位授与はありません。

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/covid19_rule/
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違反行為の例（1）

◼ 試験等における不正行為及び論文等の作成における学問的倫理に
反する行為（第2条第3号）

• 試験等において、本来の受講生になりすまして受験したり、他人
が作成したレポート等をそのまま提出したりすること。また、そ
れを他人に依頼すること。

• 試験問題や答案等を不正に流出させること。

• 他人の論文、出版物、ウェブサイト、作品等から適切な引用表示
を行わずに盗用又は流用すること。

• その他、試験や課題に関する、担当教員の注意や指示に従わない
こと。
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違反行為の例（2）

◼ 情報倫理に反する行為（第2条第4号）

• オンライン授業に参加するためのURL、授業に関連するIDや
パスワードを、担当教員の許可なく他人と共有すること。

• オンライン授業の様子を担当教員の許可なく写真やスクリーン
ショットで記録し、SNS等で他人と共有すること。授業の内容を
録音・録画し、ウェブサイト上等で公開すること。

• オンライン授業で提供された資料等を、担当教員の許可なく、
他人に配布すること。

• その他、オンライン授業の情報に関する、担当教員の注意や指示
に従わないこと。
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質疑応答



THANK YOU!
ANY QUESTIONS, COMMENTS OR SUGGESTIONS?

藤原 宏司 | Koji Fujiwara, Ph.D.

kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp


